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1. はじめに  

非線形光学素子としてのプラズマは、時空間双方において可変なプラズマパラメータによって

非線形光学定数を動的に制御できる為、着目されてきた。しかし、負誘電率化（ε < 0）し

た”overdense”プラズマは電磁波を受付けない為、効率的な非線形相互作用が期待できない。そこ

で我々は、メタマテリアルの一種、負透磁率（μ < 0）を呈する二重分割リング共振器アレイ（DSRRs）

を組み合わせ、負屈折率状態（Re(N) < 0）で効率化された二次高調波生成[1, 2]について示してき

た。本講演では、プラズマとDSRRsの複合体内での波動伝搬に特に着目して報告を行う。 

2. 実験装置  

矩形導波管内にDSRRs（μr : -2.6-0.3j (2.45 GHz)、1 (4.9 GHz)）を

設置した(Fig. 1)。真空室内はArガス、100 Paの状態で2.45 GHz波入

射によりプラズマを生成し、方向性結合器によって進行波、後退波

(Vfwd、Vref)を、モノポールアンテナによって2.45 GHz信号を測定し

た。プラズマ生成室内へ印可される電圧はVin=Vfwd+Vrefと計算した。 

3. 実験結果  

Figure 2は導波管内に1) 何も無し、2) プラズマ、3) DSRRs、4) プ

ラズマ及びDSRRsがある場合のモノポールア

ンテナによる2.45 GHz検出信号強度（V2.45 GHz）

を示している。4)は1)と同様にVinに対してV2.45 

GHzが増加しており、同程度の信号強度が検出さ

れた。しかし、2)の場合、Vinの増加に伴ってV2.45 

GHzは減少しているが、低い点で最大値を取って

いる。これは、ε < 0による電磁波減衰とプラズ

マ周波数との共鳴[3]の為である。また、3)の場

合はμ < 0による一定な減衰が見られる。以上は、

プラズマとDSRRsの複合体内で電磁波が効率

的に伝搬していることを示している。 
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